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      国 際 会 長 (ＩＰ) Wichian Boonmapajorn (タイ) 

“Mission with Faith ” 

「信念のあるミッション 」 

会 長  金子 功       アジア地域会長 (ＡＰ)  Edward K.W. Ong (シンガポール)    監 事   舟田 正夫 

副会長  高杉 治興       “Through Love, Serve ”                         ブリテン  髙田  一彦 

書 記  伊藤 誠彦   「愛をもって奉仕をしよう 」            担当主事 青木 一弘 

会 計  古田 和彦   東日本区理事（ＲＤ）  渡辺 隆（甲府）         

直前会長 天野 皓司   「原点に立って、未来へステップ」 

                  “Stand at the origin and take a step for the future”     

      湘南・沖縄部部長（ＤＧ）今城 高之（横浜つづきワイズメン＆ウｲメンズ） 

「一人ひとりが愛と平和の種をまこう」 

      横浜クラブ会長 (ＣＰ)   金子 功 

「クラブの伝統に誇りを、明日に自信を」 

“Pride and confidence for the future” 

 

 

 

 

古田 和彦 

兄弟たち、あなたがたは、自由を得るために召し出された

のです。ただ、この自由を、肉に罪を犯させる機会とせずに、

愛によって互いに仕えなさい。律法全体は、「隣人を自分の

ように愛しなさい」という一句によって全うされるからで

す。   

（ガラテヤの信徒への手紙５：１３，１４） 

 

今月のひとこと 

   「金魚が死んだ」 

                  天野 皓司 

パン屋のおやじトラララ  

金魚が好きでトラララ 

大きなカメにトラララ  

泳がせていたトラララ トラララララ 

これはパン屋のおやじが飼っていた金

魚の死に、大臣や王様までが見舞うとい

う一連の歌の出だしで、その昔少年部で

大流行りしました。ユーモラスで歌いやすく、どこかペーソ

スを感じさせるものがあって、ずーっと記憶の底にありまし

た。何故今この歌がというと、我が家で飼っていた金魚が死

んで、先ず頭に浮かんだのがこの歌だったというわけです。 

何年前になるでしょうか。今中学２年になる孫娘の就学前

の事だから、七・八年ぐらい前にはなるのでしょう。どこか

の縁日で金魚すくいのお土産に、金魚をいただきました。可

愛い孫の手前断るわけもいかず、金魚を飼う羽目になりまし

た。早速金魚鉢を買いに行きましたが、どんな方針で飼うの

かと店員に聞かれて戸惑った事を覚えています。夜店でもら

ったちっぽけな金魚が、鉢一杯に大きく成長し、店員の言わ

んとすることが分かった次第です。金魚の世話はもっぱら小

生の役割で、餌をやったり掃除したり結構大変でした。そう

こうするうちに、金魚鉢に近づけば歌にあるようにバチャバ

チャはね、水槽に手を入れればすり寄ってくるようになりま

した。外出から帰れば、真っ先に金魚の様子を見るようにな

っていました。金魚に対して愛おしい気持ちが湧いてきたの

は、思わぬ発見でした。 

忘れもしません、今年の春のことです。三日ほど家を空け

て帰ったのですが、金魚鉢に金魚が見当たりません。一瞬何

が起こったのか頭が真っ白になりましたが、床を見て愕然と

しました。なんと金魚が横たわっていたのです。何ら変わっ

た様子はなく、鉢に戻せば今にも泳ぎだしそうな感じでした。

今まで一度だって、鉢から飛び出すような事はありませんで

した。空腹のあまり、鉢から飛び出してしまったのでしょう。

薄いプラスチック板でふたはしてありましたが、大きな金魚

には何の役にも立たなかったようです。孫たちにも報告し、

庭先に埋葬しました。未だに外出から帰ると、「金魚はどう

してるかな？」との思いに駆られます。 

 昨秋、野菜作りの仲間からお孫さんにと、カブトムシの

幼虫をいただきました。カブトムシは初めてでしたが、冬を

越し成虫になったので、かの金魚鉢に移して飼い始めました。

今度は外泊する時は、いつも金魚鉢と一緒です。金魚にして

もカブトムシにしても、意図して飼い始めた訳ではありませ

＜今月の聖句＞ 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 



 

 

んが、飼ってみると愛おしいものです。カブトムシは元気に 

育ったら、野に放してやろうと思っています。 

＜２０１５年７月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

１８名 

（功労

会員１

名を含

む） 

メン     １４名 

メネット   ３名 

コメット   ０名 

ビジター  ７名 

ゲスト    １名 

合計    ２５名 

７６ ％ 

（メーキャップ 

名を含む） 

 

前月修正出席

率  

今月分 

切手     0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手    2,443 g 

現金     0円 

 

＜８月の行事予定＞ 

ＣＳ（Community Service） 

日 曜 時間 行事内容 場所 

7-9 金 10:00 
ＡＩＤＳ文化フォーラ

ム  In 横浜  

県民セン

ター 

27 木 17:00 横浜クラブ第二例会 驛の食卓 

27 木 18:00 
横浜クラブ第一例会 

 兼 納涼会 
驛の食卓 

＜７月例会報告＞ 

古田 和彦 

日 時：７月９日（木）１８：３０～２０：３０ 

場 所：中央ＹＭＣA ５０１号室 

出席者：青木、天野、伊藤、今村、大江、押川メン・メネ、

金子メン・メネ、齋藤、髙杉メン・メネ、高田、田

口、成瀬、舟田、古田 

ゲスト：三上氏 

ビジター：今城部長、林書記、岡田会計、浦出会員増強事業

主査 

     辻、鈴木、横田（つづきクラブ） 

 今回は横浜クラブ１４－１５年度総会及び１５－１６年度

キックオフ例会がメインであるが、湘南沖縄部部長公式訪問、

２名の入会式と盛りだくさんで、かつ、嬉しい例会となった。

定刻、伊藤ワイズの司会により開始。金子新会長による開会

点鐘と挨拶、全員でワイズソングを歌い、ワイズの信条を唱

和する。次いで、田口ワイズにより今月の聖句が朗読され、

コメントを受けた。ゲスト・ビジターとして上記の方々を金

子会長が紹介した。三上氏はかつて当クラブに在席された方

で今後に期待される。今例会には部長が公式訪問として来ら

れ上記のように部役員も多く同席くださる。部長から部長主

題「一人ひとりが愛と平和の種をまこう！」を基に本年度の

活動方針と計画を伺う。田口ワイズの祈祷、食事の後、総会

となる。 

総会の議長には金

子会長が恒例により

選出され、以降、金

子議長により進めら

れる。まず、本日の

出席者は１４名、委

任状３名で、会員数１８名のうちの３分の２（１２名）以上

の出席があり、定足数を満たし総会の成立が宣言された。次

いで、議事に入り、第１号議案 １４－１５年度事業報告、

第２号議案 １４－１５年度事業報告（各事業）、第３号議

案 １４－１５年度会計報告が資料により天野前会長等から

報告され、承認された。特に、ＹＭＣＡ支援事業として２年

目の取り組みとなった「第２回横浜ＹＭＣＡ日本語スピーチ

コンテスト」は、横浜ＹＭＣＡ創立１３０周年事業の一環と

して行われたこと、また、部から補助金を受けることができ

たことが報告され、今後とも当クラブのフラグシップイベン

トとして継続したいとの期待を示された。続いて、第４号議

案 １５－１６年度クラブ役員・事業委員の確認、第５号議

案 １５－１６年度活動方針と事業計画、第６号議案 １５

－１６年度予算案が金子会長等から上程され、いずれも承認

された。金子会長からは、当年度のクラブ主題は、「“クラ

ブの伝統に誇りを、明日に自信を”」としたこと、ＹＭＣＡ

理解の推進と協力支援事業に積極的に参加すること、会員相

互の理解と親睦を深めること、ワイズに相応しい活動を企画

立案して地域社会に貢献したいとの抱負が述べられた。最後

に第７号議案 「横浜クラブ会費・献金等に関する施行細則 

ヤングメンバーに対する会費・献金等の特例」を承認し、そ

の他の提案事項は今後検討することとした。なお、今年度の

会費徴収に当っては、ＣＳ献金等は特別に徴収せず、会費の

中から支出することを改めて確認した。以上により総会は終

了した。 

司会を再び伊藤ワイズとし、入会式を行う。蝋燭に照らし

出された荘厳な中、今城部長、髙杉功労会員の立ち会いの下、

大江浩（おおえひ

ろし）氏の入会式、

齋藤宙也（さいと

うちゅうや）氏の

熊本スピリットク

ラブからの転入会

式を行った。両者

とも金子会長の問

いにしっかりと誓

いの言葉を述べ、

入会は承認され、それぞれ抱負を述べられた。 

次いで、キックオフ例会を行う。８月例会は例年通り納涼

例会とし、８月２７日（木）他クラブにも参加を呼び掛けて

「驛の食卓」で行うこと等が報告された。ハッピ－バースデ

ーは今城部長が該当し、皆で高らかに歌い誕生日を祝った。

午後８時３０分閉会点鐘となる。ロバ献金は１４，５００円。 

なお、そののち、ゲスト・ビジターと共に２０名の参加を

得て懇親会を行い、楽しいひとときを過ごした。 

第１回湘南・沖縄部役員会・評議会報告 

金子 功 

日時：２０１５年７月２５日（土）役員会（１３：３０～   

１４：４０）；評議会（１５：００～１７：００） 

場所：横浜中央ＹＭＣＡ ５０１号室 

会議の設営は見事であった。会議室の一角には湘南・沖縄

部の部旗が、又、事前に確認された出席者数に応じた机が配

金子会長による初例会 

入会式の大江、齋藤ワイズ 



 

 

置され、出席者の役職、所属を明記したネームプレート、並

びに当日用の会議資料「第1回役員会・評議会ワークブック」

が各出席者の席に配布されていた。新年度を迎える今城部長

以下部執行役員の意気ごみが会議開始前から感じられた。 

役員会は評議会を控えての会議のため、部則に従って役員

会での承認事項中心に協議、提案されていた４号議案を除き

すべて承認。４号議案は部長提案によるもので「部会及び部

の行事に関して実行委員会を設置する」ものであったが部役

員会が十分機能するとの考えから提案は取り下げられた。 

評議会は林部書記の司会により、従来の通り開会点鐘、ワ

イズソング、ワイズの信条、聖句朗読・祈祷を以って開始さ

れた。ワイズソング唱和はＣＤによる伴奏つきであった。今

回は第1回目の評議会とあって、協議に入る前に各クラブの

出席者の紹介が求められた。議案は、７項目（①2014～15

事業報告、②2014～15決算・監査報告、③2015～16事業計

画（含む各事業主査報告）④2015～16 予算案、⑤監事選出 

⑥次年度次期部長選考委員会、⑦部会実行委員会に関する件）

を協議し７号議案を除き特段の議論もなく承認された。７号

議案は、役員会でも協議されたが「役員会」が「実行委員会」

を代替することで合意し７号議案は取り下げられた。 

途中から出席された田口総主事からは、横浜ＹＭＣＡの近

況が報告された。監事講評では、加藤監事より当部に沖縄が

加わった経緯の説明があった。 

最後に集合写真の記念撮影があり定刻の１７時に終了した。

横浜クラブからの参加者：天野、金子、田口、古田 

評議会終了後には３,０００円の会費で中央ＹＭＣＡ近隣

の「唐家村」で懇親のひとときをもった。参加者１８名。 

「新入会員紹介」 

        大江 浩 

７月に横浜クラブに入会させて頂い

た大江浩と申します。神戸ＹＭＣＡに

て２２年、横浜ＹＭＣＡにて４年、Ｊ

ＯＣＳ／日本キリスト教海外医療協力

会での９年を経て、本年４月より日本

ＹＭＣＡ同盟にて法人事務局長を拝命

しました。 

私とワイズとの出会いは、神戸ポートクラブに遡ります。

以来約２５年間、主に担当した国際協力活動で、また災害被

災者支援他様々な機会にワイズの方々から大きな励ましとお

支えを頂きました。言い尽くせぬ感謝の気持ちで一杯です。 

この度、導きにより、再びワイズのコミュニティに招かれ

ました。平和と共生社会の実現のためにワイズの皆さんと共

に歩みなさいと神様から声をかけて頂いたのだと思います。  

ご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。 

「新入会員紹介」 

                 齋藤 宙也 

私は，小学４年生から平塚市で育ち，

平塚江南高校を卒業しました。２０１

０年に司法試験に合格し，その年の暮

れから，熊本で司法修習に行き，縁あ

って弁護修習先の事務所で弁護士登録

後も働くことになりました。 

 約３年間勤務し，今年の４月にこちらに戻り，独立しまし

た。以前の勤務先の所長弁護士が，３０年余り熊本クラブに

所属しており，夏と年末の例会には時々顔を出していました。

その延長で，昨年４月に熊本スピリットクラブのチャーター

メンバーとなり，正式にワイズに入会しました。 

横浜クラブにおかれましては，私の突然の移籍を快く受け

入れていただきまして，ありがとうございます。今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

「ホノルル２０１５」 

                     今村 讃 

 ウクレレの祭典第

４５回ウクレレフェ

スティヴァルは７月

１９日（日）ワイキ

キのはずれのカピオ

ラニパークで行われ

た。常夏の太陽がき

らめき、青い空・紺

碧の海・ダイヤモン

ドヘッドを目前に大観衆が集い熱気の中くりひろげられるウ

クレレの競演は最高だ。世界からのウクレレプレイヤーによ

るそれぞれの奏法によるパフォーマンスは時のたつ事を忘れ

る。 

今年で２０回の連続出演であったがよくも続いたものだ。

ＪＡＺＺのＮＯから「ＡＬＬ ＯＦ ＭＥ」と「ＢＥＩ ＭＩＲ 

ＢＩＳＴ ＤＵ ＳＣＨＯＮ」を全力投球で演じ大喝采を浴び

満足した次第だ。 

例年フェスティヴァルの夜カイムキクラブの皆様が歓迎会

を開いてくれるが今年はカイムキＹＭＣＡの中庭でミーティ

ングの後、皆様御自慢の料理をいただきながら友情を深めた。  

メンバー構成がかなり変わっており２０代、３０代のＹＭＣ

Ａのスタッフが多くなっていた。ヌアヌクラブのヒラナカさ

んのご家族とは長い付き合いで今年も心からの歓待を受けた。

ご夫妻共私の同年輩で気が合い、幼稚園の頃から知っている

ご自慢の孫のスカッテー君はスタンフォード大学を無事卒業

し、カルフォルニアの大企業に就職したとの事で喜んでいる。 

多くの方々のホスピタリティーに感謝しながら大好きなホ

ノルルにアロハした。 

「ＡＩＤＳ文化フォーラムin 横浜」 

金子 功 

第２２回「ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜」が８月７～

９日にかながわ県民センターで開催された。（運営事務局は

横浜ＹＭＣＡ、組織委員長は横浜ＹＭＣＡ総主事田口総主事）。

今年のテーマは、「今こそ、ともに生きる」で当事者が生き

やすい社会になっているかを検証し、「ともに生きる」を実

現するために何が求められているかを展望するフォーラムで

あった。 

本年もオープニングの全体プログラムに加え５０以上の関

係団体が展示やセミナーを通して、それぞれの活動を紹介し

た。横浜ＹＭＣＡもボランティア in タイの参加者が「タイ

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

 

ウクレレ熱演の今村ワイズ 



 

 

のこどもたちとＨＩＶ／ＡＩＤＳ」を、そしてＡＣＴのユー

スが、「世界がもし１００人の村だったら―ＨＩＶ／ＡＩＤ

Ｓ バージョン」を発表した。 

今回、しばらく中断されていたワイズ東日本区からの支援

が再開されることになった。ＴＯＦによるＦＦ基金の有効な

支援先として田中博之直前理事から提案されたもので１０万

円の寄付が寄せられた。  

東日本区からの支援の中断はＵＧＰ事業が第１期のＨＩＶ

/ＡＩＤＳ事業から第２期のマラリア撲滅関連事業（ＲＢＭ）

に移行したことによるもので、中断後は、湘南・沖縄部部長

が運営母体の組織委員として加わり２０，０００円のキーマ

ネーを拠出してきた。湘南・沖縄部はボランティアーとして

も協力した。ＡＩＤＳ文化フォーラムは今や京都、佐賀、陸

前高田でも開催されるに至っている 

第 二 例 会 報 告  

髙田 一彦 

日時：７月２３日（木）１７：００～１８：３０ 

場所：横浜中央ＹＭＣＡ ５０１号室 

出席者：青木、天野、伊藤、金子、髙田、古田 

協議・確認・検討事項 

１） 行事予定 

７／２５  部役員会・評議会 

７／３１～８／２ アジア大会（京都） 金子・高田 

出席予定 

８／７～９  ＡＩＤＳ文化フォーラムin 横浜 

２） キックオフ例会・総会の反省 

３） 納涼会の確認 （驛の食卓にて１８時より） 

プログラム、司会者、会費、参加者、招待者等。 

４） 横浜クラブ８５周年（１２／１５）について 

１２／１０（木）の例会日に記念礼拝・例会を持つが、対

外的な記念式典等は行わない。 

５） 今後の卓話予定 

９月：横浜Ｙ日本語学科留学生（ベトナム） 

 

 

 

担当主事 青木 一弘 

■第１８回横浜ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティー

ランのご案内 

今年度も、障がいのある子ども達を支援するために、みなと

みらい２１地区臨港パーク内で、チャリティーランが開催さ

れます。現在、参加チームを募集しております。 

日 時： １０月１７日（土）９：４５～（開会式） 

会 場： みなとみらい２１地区臨港パーク内特設コース 

参加費： １チーム ５万円 

申込締切：９月３０日（水） 

■ＪＩＣＡ研修員ホームビジット家庭募集！ 

毎年、海外９０カ国からの研修員がＪＩＣＡ横浜に来て日々

研修をしています。ＪＩＣＡ横浜-ＹＭＣＡデスクでは、国際

協力への第一歩でもある日本理解に繋げるべく様々な地域交

流プログラムを行っています。つきましては、ボランティア

で彼らを家庭に受け入れ、小さな国際交流を育んでいただけ

るホストファミリーを募集しています。 

期 間： ２０１５年８月２２日（土）  

※その他の土曜日も可能性あり 

別日程でのビジットや宿泊を伴う（ホームステイ）

でお受け入れをご検討いただける方もぜひご連絡

ください。 

対 象：外国人研修員 成人／２０歳代～４０代の男女  

受入条件： 

①食事：当日の昼食 

②ご自宅訪問とコミュニケーション 

③受け入れ期間：土曜日 日中 １０時～１５時３０分 

④地理的条件：ＪＩＣＡ横浜から１時間以内。 

★ 受け入れ人数は基本的に１家庭につき１名または２名。 

★ 当日研修員交通費・食費補助として1人1日２,０００円 

を予定しています。 

 ＜お申込み・ご登録＞ 

ＪＩＣＡ横浜-ＹＭＣＡデスク  ＴＥＬ.０４５-６６２-３２７１ 

暑さ厳しき折、体調を崩されませんようお元気でお過ごしく

ださい。 

９月 の 行 事  

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

1 火 19:00 第６６回Ｙ－Ｙ協議会 中央Ｙ 

10 木 18:30 横浜クラブ第１例会  中央Ｙ 

23 水 10:00 会員スポーツ大会 フェリス 

24 木 17:00 横浜クラブ第２例会 中央Ｙ 

26 土 16:00 湘南・沖縄部部会 ワークピア 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問い 

合わせは横浜ＹＭＣＡ青木一弘にご連絡下さい。 

８月例会兼納涼会 

日時： ８月２７日 (木) １８：００～２０：３０ 

場所： 驛（うまや）の食卓 

     司会：遠藤ワイズ 

 １．開会点鐘および挨拶  ・・・・・ 金子 会長 

 ２．ワイズソング・ワイズの信条  ・・・  全員 

 ３．今月の聖句  ・・・・・・・・・ 古田ワイズ 

  ４． 食前感謝   ・・・・・・・・・古田ワイズ 

５．乾杯   ・・・・・・・・・     ワイズ 

 ６．食事・歓談 

   出席者自己紹介 

   ウクレレ演奏  ・・・・・・ 今村ワイズ、他    

 ７．ビジネス・報告 ・・・・・    金子会長 

 ８． Happy Birthday ：田口努（６）, 田口弥生（１１） 

                        押川沢江（２１）, 神村浩正（３１） 

９．閉会点鐘  ・・・・・・・・  金子会長 

            例会報告：天野ワイズ 

ＹＭＣＡ

だより

ＹＭＣＡ

だより



 

 

メール aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org 

電話  ０４６－６４１－５７８５ 
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